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血圧測定を受ける人たち

年一圏は必ず受診を

『弘

老
成
人
病
検
診

成
人
病
に
は
、
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
、

心
臓
病
、
精
尿
病
、
肝
臓
病
、
が
ん
、

胃
腸
病
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
町
で
は
、

こ
れ
ら
の
早
期
発
見
、
早
期
泊
康
に
つ

と
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
老
成
人
病
検

診
を
年
二
凶
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
し
八
月
六
日
か
ら
、
町
体
育
館

な
ど
で
老
成
人
病
険
診
を
行
い
ま
し
た
。

検
査
項
目
は
、
血
液
、
尿
、

X
線
損
影
、

血
圧
な
ど
で
、
必
要
に
山
じ
て
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
、
糖
尿
、
肝
臓
、
心
電
図
、

眼
底
検
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
住
、
長
浜
町
に
は
約
四
千
四
斤
人

の
成
人
病
険
診
訪
中
I
主
(
川
卜
歳
以
上
)

が
む
ら
れ
ま
す
。
そ
の
う
お
-
許
多
い
の

が
高
血
圧
で
す
。
肩
こ
り
、
語
、
痛
、
め

ま
い
、
耳
鳴
り
な
ど
が
高
血
圧
の
症
状

で
す
。
年
一
同
は
必
ず
受
け
て
早
期
発

見
、
早
期
治
療
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。
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改正される年金制度

人国民年金・厚生年金の新給付体系

サラリーマン 蛤員

年
人，
A 

婦
人
に
年
金
権

か
わ
ら
ず
、
ど
の
制
度
に
加
入
し
た
か

に
よ
っ
て
、
給
付
や
負
担
に
不
合
理
な

不
均
衡
が
生
じ
な
い
よ
う
に
と
い
う

「
同
一
世
代
内
で
の
公
平
」
と
い
っ
た

二
つ
の
面
が
あ
り
ま
す
。
現
役
世
代
の

生
活
中
小
準
や
負
担
と
、
老
齢
世
代
が
う

け
取
る
年
金
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
っ
て
い

く
と
と
も
に
、
同
一
世
代
内
で
の
不
公

平
、
例
え
ば
過
剰
給
付
、
重
複
給
付
の

調
整
を
し
な
い
と
、
や
は
り
、
長
期
的

に
安
定
し
た
制
度
運
営
を
行
っ
て
い
く

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

以
上
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
、
公

的
年
金
制
度
全
体
の
整
合
性
を
図
っ
て

い
く
こ
と
も
改
正
の
ね
ら
い
で
す
。

改
正
さ
れ
る
む
も
な
点
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

ー
《
醸
一
E
鐘
V

」
基盤年金(新国民年金)

昭
和
六
十
一
年
四
月
-
白
か
ら
年
金

制
度
が
抜
本
的
に
変
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

我
が
国
は
、
諸
外
国
に
も
例
を
み
な

い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
社
会
へ
移
行
し

つ
つ
あ
り
、
老
後
生
活
の
柱
と
な
る
公

的
年
金
制
度
の
役
割
も
、
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
む

年
寄
り
が
増
え
、
高
齢
化
社
会
に
な
っ

て
も
立
派
に
年
金
が
出
せ
る
よ
う
な
安

定
し
た
制
度
に
す
る
た
め
、

A
7
か
ら
準

備
し
て
わ
く
も
の
で
す
。

戦
後
の
第
一
次
ベ
ビ

i
ブ

l
ム
、
昭

和
二
十
二
年
か
ら
二
十
四
年
に
生
ま
れ

た
「
団
塊
の
世
代
」
が
年
金
を
受
け
る

よ
う
に
な
る
の
は
、
人
7

か
ら
約
:
一
-
ト
年

後
で
す
。

H
本
の
社
会
経
済
に
と
っ
て

民
も
厳
し
い
時
代
と

な
り
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
面
で
「
公

平
性
」
を
確
保
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
な

視
点
と
な
り
ま
す
。

「
公
平
性
」
に
は
、

制
度
を
支
え
る
現
役

世
代
と
年
金
を
受
け

取
る
老
齢
世
代
の
バ

ラ
ン
ス
|
|
前
後
の

「
世
代
間
の
公
平
」

と
、
同
じ
時
代
に
生

ま
れ
育
っ
た
に
も
か

今
回
の
改
正
は
、
次
の
三
つ
の
柱
か

ら
な
っ
て
い
ま
す
。

基
礎
年
金
制
度
の
導
入

こ
れ
は
、
国
民
年
金
を
共
通
の
基
礎

年
金
を
支
給
す
る
制
度
と
し
て
、
制
度

間
格
差
、
制
度
の
不
安
定
な
も
の
な
ど
、

制
度
が
タ
テ
割
り
で
独
立
し
て
い
る
た

め
に
生
じ
て
い
た
問
題
を
解
決
し
、
長

期
的
に
安
定
し
た
制
度
へ
と
再
編
成
す

る
も
の
で
す
。

現
在
の
制
度
で
は
、
自
営
業
者
、
農

家
な
ど
は
国
民
年
金
に
加
入
、
民
間
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
は
厚
生
年
余
に
加
入
、
安

は
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
る
制
度

に
な
っ
て
い
ま
す
。
改
正
で
は
、
国
民

年
金
の
適
用
を
民
間
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に

も
拡
大
し
、
妻
も
全
員
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
国
民
年
金
、
厚
生
年

金
の
基
礎
的
部
分
を
二
江
化
し
、
六
卜

五
歳
か
ら
国
民
共
通
の
基
礎
年
余
を
一

人
五
万
円
、
夫
婦
で
十
万
円
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
現
在
六
十
歳
か

ら
給
付
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
制
度
に

な
っ
て
も
し
ば
ら
く
の
問
、
六
十
歳
か

ら
基
礎
年
金
の
支
給
が
始
ま
る
直
前
の

六
卜
四
歳
ま
で
、
今
ま
で
通
り
の
厚
生

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
に
つ
い
て
は
、
六
十
五
歳

以
降
、
基
礎
年
金
に
加
え
て
報
酬
比
例

部
分
の
年
金
が
上
積
み
さ
れ
ま
す
。

加
入
期
聞
が
四
十
年
に
達
し
て
い
な

け
れ
ば
そ
の
未
加
入
期
間
相
巧
分
が
、

基
礎
年
金
五
万
円
か
ら
減
額
さ
れ
ま
す
。

給
付
(
年
金
)
と
貴
担

(
保
険
料
)
の
見
直
し

A
7
か
ら
支
給
さ
れ
る
年
金
の
水
準
を

徐
々
に
適
正
化
し
、
現
在
働
い
て
い
る
者

の
所
得
水
準
と
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
も
の

と
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
将
来
の
保
険
料
に
つ

い
て
も
相
ゴ
程
度
の
軽
減
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
後
高
齢
化
社
会
が
進
む
中
で
年
金

受
給
者
も
増
加
し
て
き
ま
す
。
こ
の
た

め
、
現
在
、
厚
生
年
金
に
:
一
十
-
一
年
加

入
の
標
準
的
な
退
職
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
大

婦
の
場
合
、
月
額
約
十
七
万
三
千
円
の

給
付
で
す
が
、
二
十
年
後
に
は
年
金
加

入
期
聞
が
平
均
四
十
年
ぐ
ら
い
に
伸
び
、

給
付
も
月
額
約
二
十
一
万
一
千
円
に
増

え
て
い
き
ま
す
。

保
険
料
も
厚
生
年
金
で
、
現
夜
は
月

収
の
一

0
・
六
%
で
す
が
、
一
一
十
一
世
紀

初
め
の
ピ

i
ク
時
は
、
三
八
・
八
%
に
上

昇
し
ま
す
。
国
民
年
金
も
現
在
の
六
千

七
百
四
十
円
か
ら
一
万
九
千
五
百
円
に

ア
ッ
プ
さ
れ
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
給
付
水
準
の
上
昇
に
伴
う

保
険
料
負
抗
の
増
大
、
給
付
財
源
の
窮

迫
を
避
け
る
た
め
、
今
後
一
一
十
年
か
け

て
現
行
の
給
付
本
準
を
維
持
し
な
が
ら
、

ピ
l
ク
時
で
も
平
均
月
収
の
六
九
%
(
約

十
七
万
六
千
円
)
に
抑
え
、
保
険
料
も

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
月
収
の
一
一
八
・
九
%
、

国
民
年
金
も
一
万
二
一
千
円
に
と
ど
め
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

婦
人
の
年
金
権
の
曜
立

A
7
の
年
金
制
度
で
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
妻
に
つ
い
て
は
、
国
民
年
金
に
任

意
加
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
世
宮
本
人

の
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

て
い
な
い
人
が
、
障
害
と
な
っ
た
り
、

離
婚
し
た
場
合
に
は
、
い
ず
れ
の
制
度

か
ら
も
年
余
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ

ん
も
全
員
、
基
礎
年
金
で
あ
る
国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
独
自
の
年

余
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

六
十
一
年
三
月
ま
で
の
国
民
年
金
、

厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
期
間
八
万
は
、
基

従
年
金
算
定
に
加
え
ら
れ
、
加
入
期
間

の
合
計
に
応
じ
て
原
則
と
し
て
五
万
円

を
限
度
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

今一ト
l

歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
人
で
、

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
の
公
的
年

金
に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
国
民
年

金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
年
を
と
っ
た

と
き
、
老
齢
年
金
は
も
ち
ろ
ん
、
ま
さ
か

の
事
故
の
と
き
障
室
呈
金
や
母
子
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
民
年
金
は
、

あ
な
た
の
老
後
の
く
ら
し
を
支
え
る
も
の

で
す
。
一
日
も
早
く
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
当
然
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
で
、
ま
だ
加
入
の
子
続
き
を
さ

れ
て
い
な
い
と
き
は
、
社
会
保
険
事
務

所
か
ら
年
金
子
帳
を
お
送
り
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
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第

次

埋立工事に着手

長
浜
町
に
と
っ
て
最
大
の
行
政
課
題

で
あ
り
、
私
た
ち
長
浜
町
住
民
に
と
っ

て
最
も
関
心
事
で
あ
っ
た
第
二
次
臨
海

工
業
開
発
事
業
が
、
関
係
者
の
皆
さ
ん

の
理
解
と
協
力
、
ま
た
国
、
県
を
は
じ

め
関
係
機
関
の
適
切
な
指
導
、
支
援
に

よ
っ
て
軌
道
に
乗
り
、
い
よ
い
よ
埋
玄

工
事
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
開
発
事
業
は
、
構
忽
、
規
模
と

も
に
長
浜
町
に
と
っ
て
有
史
以
来
の
大

事
業
で
あ
り
、
町
の
二
十
一
世
紀
の
命

運
が
か
か
る
一
大
事
業
で
す
。

こ
の
よ
う
な
極
め
て
重
大
な
事
業
に

着
手
し
た
訳
で
す
か
ら
、
町
で
は
こ
れ

ま
で
の
経
緯
や
構
想
、
計
画
内
容
な
ど

を
で
き
る
限
り
詳
し
く
、
本
紙
今
月
号

か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
ゆ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
A
7
同
は
、
第
二
次
開
発
事
業
の

ね
ら
い
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
ま

』

9
0過

疎
地
域
を

大
き
く
振
興
発
展

こ
の
た
び
の
長
浜
臨
海
部
に
お
け
る

第
二
次
開
発
事
業
は
、
町
の
振
興
計
画

基
本
構
想
に
基
づ
き
、
愛
媛
県
の
長
期

総
合
計
画
、
国
の
第
三
次
全
国
総
合
開

発
計
画
に
よ
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。
町

と
し
て
は
、
こ
の
構
想
こ
そ
新
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
基
地
建
設
で
あ
り
、
長
浜

開

発

事

業

町
及
び
南
子
に
残
さ
れ
た
唯
一
の
開
発

事
業
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
長
浜
臨
海
部
の
開
発
事

業
が
過
疎
地
域
を
大
き
く
振
興
発
展
さ

せ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
事
業
規
模
が
超
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
た
め
、
単
に
長
浜

町
だ
け
の
手
に
よ
っ
て
こ
れ
を
推
進
す

る
こ
と
は
、
不
可
能
に
近
い
悶
難
な
こ

と
で
す
。

従
っ
て
、
こ
の
構
想
計
画
は
、
今
後

と
も
国
や
県
の
強
力
な
指
導
、
支
援
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
全
面
的
な
協
力
が
な

け
れ
ば
到
底
こ
れ
を
達
成
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
開
発
構
想
は
、
西
瀬
戸

経
済
圏
の
一
大
流
通
基
地
と
し
て
、
新

長
浜
港
の
港
湾
施
設
の
整
備
計
両
、
住

宅
地
と
工
業
地
帯
の
分
離
、
都
市
再
開

発
、
地
場
産
業
の
振
興
、
生
活
環
境
整

備
計
両
な
ど
と
切
り
離
し
て
は
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
重
視
し
て
、

本
事
業
に
対
し
て
は
、
英
知
を
結
集
し
、

英
断
を
も
っ
て
慎
重
に
対
処
し
て
ゆ
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
の
完
成
ま
で
に
は
、
現
在
の

構
想
と
し
て
約
十
五
年
か
ら
一
一
十
年
の

長
い
年
月
を
要
し
、
し
か
も
そ
の
間
の

総
投
資
額
は
、
約
五
百
億
円
以
上
の
巨

額
に
達
す
る
も
の
と
惟
測
し
て
い
ま
す
。

ど
う
か
住
民
の
皆
さ
ん
も
、
こ
の
よ

う
な
実
情
を
十
分
ご
理
解
い
た
だ
き
、

積
極
的
な
ご
参
加
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

次
凶
は
「
今
日
に
至
る
ま
で
の
経
過

に
つ
い
て
」
む
知
ら
せ
し
ま
す
。住

宅
金
融

公
庫
の
融
資

に
は
個
人
の

方
が
利
用
で

き
る
も
の
が

い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
。
そ

こ
で
、
佳
宅

を
建
て
た
り
、

買
っ
た
り
、

改
良
す
る
と

き
に
利
用
で

き
る
「
個
人

向
融
資
」
を

ご
紹
介
し
ま

す。

住宅金融公庫の
「個人向け融資」

舘宅建

霊童章改農ま

。
マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
資
金
融
資

内
分
の
家
を
新
築
す
る
場
合
の
融
資

で
、
貝
取
高
融
資
額
は
千
百
十
万
円
で
す
。

ほ
か
に
断
熱
工
事
な
ど
を
行
う
場
合
は
、

最
高
五
十
万
円
の
特
別
工
事
加
算
が
あ

り
ま
す
。

。
建
売
住
宅
購
入
資
金
融
資

「
公
庫
融
資
対
象
住
宅
」
と
表
示
さ

れ
て
い
る
建
売
住
宅
を
購
入
す
る
場
合

の
融
資
で
、
最
高
融
資
額
は
千
百
凹
十

万
円
で
す
。
マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
資
金
の

融
資
と
同
様
に
、
断
熱
工
事
な
ど
が
行

わ
れ
て
い
る
場
合
は
最
高
五
十
万
円
の

特
別
仁
事
加
算
が
あ
り
ま
す
。

@
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
資
金
融
資

「
公
庫
融
資
の
途
が
聞
か
れ
て
い
ま

す
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン

の
融
資
で
、
最
高
融
資
額
は
子
一
一
百
ヒ

十
万
円
で
す
。

こ
の
表
示
の
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、

公
庫
融
資
の
対
象
(
床
面
積
な
ど
)
と

な
り
ま
す
の
で
、
住
宅
購
入
者
が
個
人

的
に
住
宅
金
融
公
庫
に
申
し
込
め
ば
融

資
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

。
団
地
住
宅
購
入
資
金
融
資

「
公
庫
融
資
付
き
」
と
し
て
販
売
さ

れ
て
い
る
-
千
戸
建
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン

(
い
わ
ゆ
る
分
譲
団
地
住
宅
)
を
購
入

す
る
場
合
の
融
資
で
、
住
宅
を
購
入
す

れ
ば
自
動
的
に
公
庫
融
資
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
最
高
融
資
額
は
千
問
百
一
一
一
ト
万

円
で
す
。
ほ
か
に
、
断
熱
工
事
な
ど
が

行
わ
れ
で
い
る
場
合
は
、
最
高
五
十
万

円
の
特
別
工
事
加
算
が
あ
り
ま
す
。

。
中
古
住
宅
購
入
資
金
融
資

中
古
の
一
一
戸
建
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン

を
購
入
す
る
場
合
の
融
資
で
、
建
築
さ

れ
て
か
ら
二
一
年
以
上
十
丘
年
(
木
造
は

九
年
)
以
内
の
も
の
が
対
象
に
な
り
ま

す
。
最
高
融
資
額
は
、
二
戸
建
住
宅
で

八
百
万
円
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で
八
百
九
十

万
円
で
す
。

。
住
宅
改
良
資
金
融
資

一J
戸
建
住
宅
の
増
改
築
や
修
繕
、
マ

ン
シ
ョ
ン
の
内
装
や
共
用
部
分
の
修
繕

を
行
う
場
合
の
融
資
で
、
最
高
融
資
額

は
四
百
万
円
で
す
。

ニ
融
資
金
利

融
資
金
利
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

申
込
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
最

寄
り
の
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
山
」

と
表
示
さ
れ
て
い
る
金
融
機
関
、
ま
た

は
、
お
近
く
の
住
宅
金
融
公
庫
か
次
の

と
こ
ろ
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

住
宅
金
融
公
庫
高
松
支
所
住
宅
相
談

所

一

T
m高
松
市
番
町
一

-
T
H十
番
八

号
宮

0
8
7
8
2
l
7
1
2
1

融資金利一覧表

附種頬 l 床 面 積 初且からl附まで 1 11 年日以降

マイホ ム建設資金融資 5C 出 ~11(ぱ 5.5% 7.2% 
主主 TC住宅購入資金融資rτて二二一一一下一一一一，-.r-nl一一一一寸一一一一一一一一一一一

1lCば~1:10出 6.5% 7.2% 
マンション購入資金融資し一二土一二三士一一一一L_~" U U 一上一

団地住宅購入資金融資 135訂以上 7.m 

I 50 ( 40) ぱ ~135m 6.5% 7.2% 
中古住宅購入資金融資卜一一

135m ~ 165m 

住宅改良資金融資 Ir未面積にかかわらず

7.2% 

6.0% (最長10年)

(注)中古Ii宅のカソゴ内は-.:(/"ンヨンの場合



--4 

長
浜
町
議
会
第
A

-

一
回
臨
時
会
が
五
月

三
十
八

H
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
L

上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
の
は
、

長
浜
町
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
三
件
、

昭
和
五
十
九
年
度
A

般
会
計
、
本
道
事

業
会
計
、
工
業
用
水
道
事
業
会
計
、
老

人
保
健
、
注
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

特
別
会
計
、
昭
和
六
十
年
度
の
一
般
会

計
な
ど
の
補
正
予
算
、
長
浜
町
廃
棄
物

処
理
施
設
建
設
委
員
会
条
例
の
制
定
、

請
負
契
約
、
公
有
水
面
埋
立
て
に
つ
い

て
な
ど
の
議
案
卜
問
件
、
陳
情
文
書
な

ど
の
議
会
報
告
案
件
四
件
、
議
案
は
い

ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
、
議
会
報
告
案

件
は
受
用
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

財
政
調
整
基
金
一

積
立
金
な
ど

一
蹴
会
計
補
正

第3回臨時金

昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
に
七
千

二
百
二
十
一
万
八
千
円
が
補
正
さ
れ
、

予
算
総
額
は
四
十
億
-
千
十
一
一
万
一
子

円
と
な
り
ま
し
た
。

A
7
凶
補
正
さ
れ
た
わ
も
な
使
い
み
ち

は
、
退
職
者
の
退
職
予
当
組
合
負
和
金
。

老
人
保
健
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
一
千

丘
百
九
十
一
万
五
千
円
。
財
政
調
整
基

金
積
立
金
三
千
万
円
。
住
宅
新
築
資
金

等
貸
付
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
五

百
四
十
二
万
一
一
千
円
。

ま
た
、
昭
和
六
十
年
度
の
一
般
会
計

に
一
千
三
百
万
円
が
補
正
さ
れ
、
予
算

総
額
は
二
一
十
一
一
一
億
九
千
三
百
七
十
九
万

七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
凶
の
補
正
は
、
漁
業
振
興
の
た
め

の
補
助
金
で
す
。

廃
棄
物
処
理
施
設

建
設
委
員
会
を
設
置

広
域
に
よ
る
廃
棄
物
処
珂
施
設
に
関

す
る
諮
問
に
応
じ
、
必
要
な
調
停
、
審

査
お
よ
び
調
査
を
行
う
こ
と
を
目
的
に

長
浜
町
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
委
員
会

条
例
を
定
め
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し

た。
こ
れ
は
当
町
の
ご
み
焼
却
場
を
建
設

し
て
十
一
二
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
し
て

大
規
模
な
改
造
が
必
要
と
な
っ
て
い
る

た
め
将
来
を
見
通
し
た
長
期
的
観
点
か

ら
こ
れ
を
と
ら
え
、
広
域
で
処
理
施
設

を
建
設
し
、
効
率
的
な
運
営
を
図
る
た

め
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
た
も

の
で
す
。

&
同
調
命
一
鞍
謹

配
偶
者
控
除
限
度
額

九
十
万
円
に

町

税

条

例

町
税
条
例
の
(
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
改
正
さ
れ
た
の
は
、
個
人
住
民
税

の
均
等
割
が
千
円
か
ら
干
丘
百
円
に
、

県
民
税
が
五
百
円
か
ら
七
百
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
配
偶
書
控

除
限
度
額
は
、
八
十
万
円
か
ら
九
十
万
b

円
に
、
給
与
所
得
控
除
額
は
丘
十
尺
万

円
か
ら
一
立
十
七
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

度
口
木
命
者
つ
与
主

ru百ハ

i
z
I
イ
l
B
a
i
t仁

σ
1
主
、
室
円
安
口

一
万
八
千
七
百
円
に

国
民
健
康
保
険
税
条
例

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
-
部
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
医
療
費
の

白
然
増
や
老
人
保
健
医
療
費
拠
出
金
の

大
幅
な
増
加
に
よ
り
、
国
保
税
に
お
い

て
一
命
・
七
四
%
の
増
績
が
必
要
と
な
り

引
き
上
げ
を
行
う
も
の
で
す
。

改
正
点
の
~
土
な
も
の
は
、
被
保
険
者

均
等
割
額
は
一
人
に
つ
い
て
一
万
一
九
千

円
を
一
万
八
千
七
百
円
に
、
世
山
命
日
平
等

割
額
は
一
世
帯
に
つ
い
て
一
万
九
千
円

を
一
一
万
九
百
円
に
引
き
上
げ
た
こ
と
な

ど
で
す
。

なりあ
くがり医
t f建ま療
る康す費
ょに c は
う注皆年
心意さ々
柱|し A .t~ 
It -c 、力日
ま負 A の

し.N1人{頃
士をひ向
も少とに

一~九一九山山~

A
7坊
地
反
一
埋
立
工
事

公
有
水
面
埋
立
て

愛
媛
県
知
事
か
ら
長
浜
町
臨
海
土
地

造
成
事
業
A
7
坊
地
医
埋
立
工
事
施
行
に

伴
う
公
有
水
面
埋
立
て
に
つ
い
て
意
見

を
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、
「
適
正

で
異
議
な
い
」
旨
を
答
申
す
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
埋
立
て
の
場
所
、
区
域
、

一
由
積
、
日
的
、
計
画
の
概
要
、
工
期
な

ど
に
つ
い
て
で
す
。

喜
多
漁
港
改
修

請
負
契
約
の
締
結

昭
和
六

1
年
度
喜
多
漁
港
地
域
改
著

対
策
改
修
工
事
(
分
割
一
)
は
、
問
千

間
百
八
十
万
円
で
丙
出
興
産
と
請
負
契

約
を
結
ぶ
こ
と
が
示
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
度
完
成
し
た
道
路
と

北
護
岸
の
前
面
に
、
消
波
工
七
今
手
-
九
い

を
施
工
す
る
も
の
で
す
。

陳
情
文
書
二
件
を

受

理

採

択

A
7
坊
の
後
藤
熊
市
さ
ん
か
ら
徒
出
さ

れ
て
い
た
「
A
y
坊
地
医
各
種
施
設
計
画

に
つ
い
て
」
、
長
浜
青
果
農
業
協
同
組
合
・

組
合
長
-
広
泰
忠
さ
ん
、
同
酪
農
専
門

委
員
長
・
上
満
武
さ
ん
か
ら
徒
出
さ
れ

て
い
た
「
牛
乳
消
費
拡
大
に
つ
い
て
」

の
陳
情
文
書
は
、
受
理
奴
択
さ
れ
、
た

だ
ち
に
町
珂
事
者
に
送
付
し
て
、
主
旨

に
沿
う
よ
う
再
処
方
を
求
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

I
l
o
i
l
o
-
o
l
-
-

登
記
印
紙
で
納
付

登
記
簿
の
謄
@
抄
本

の
交
付
、
閲
覧

七
月

日
か
ら

じ
月
‘
日
か
ら
登
記
所
の
料
理
が

特
別
会
計
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
一
っ
て
、
不
動

産
登
記
簿
や
商
業
、
法
人
登
記
待
警
の

謄
+
午
、
抄
本
の
交
付
、
閲
覧
、
証
明
な

ど
の
手
数
料
は
、
七
月
一
日
か
ら
今
ま

で
の
「
収
入
印
紙
」
で
な
く
、
「
登
記
印

紙
」
に
よ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
の
芳
記
印
紙
は
、
七
月
一
け
か
ら

全
国
の
集
配
郵
便
局
や
登
記
所
、
最
寄

り
の
郵
便
局
、
印
紙
売
り
さ
ば
き
所
で

販
売
さ
れ
ま
す
。

新
た
に
版
売
さ
れ
る
登
記
印
紙
は
、

百
円
、
一
一
百
円
、
四
百
円
、
千
円
、
五

千
円
の
五
種
類
で
す
。
こ
の
登
記
印
紙

は
、
青
一
記
簿
の
謄
本
、
抄
本
な
ど
の
手

数
料
を
納
付
す
る
場
合
だ
け
に
使
用
す

る
も
の
で
、
売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
る

所
有
権
移
転
、
抵
心
w
l
権
設
定
、
会
社
の

設
江
、
取
締
役
等
の
変
更
な
ど
の
登
記

の
申
請
を
す
る
と
き
の
登
録
免
許
税
は
、

こ
れ
ま
で
ど
む
り
収
入
印
紙
で
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

な
む
、
登
記
簿
の
謄
本
、
妙
本
、
閲

覧
、
証
明
の
子
数
料
は
、
七
月
一
日
か

ら
改
定
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
不
動
産

登
記
簿
や
会
社
の
登
記
簿
の
謄
本
、
抄

本
は
A

通
に
つ
き
四
百
円
二
通
が
卜

枚
を
起
え
る
も
の
は
、
そ
の
超
え
る
枚

数
五
枚
ご
と
に
百
円
加
算
と
な
り
ま
す
)

不
動
産
登
記
簿
の
閲
覧
や
登
記
事
項
に
関

す
る
証
明
は
A

件
に
つ
き
二
百
円
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
松
山
地
方
法
務
局

大
洲
支
局
(
g
H
4
1
5
5
)
ヘ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

計
画
貯
蓄
で

豊
か
な
未
来
を

夏
期
特
別
貯
蓄
運
動

愛
媛
県
で
は
、
六
月
一
日
か
ら
七
月

十
五
日
の
聞
を
夏
期
特
別
貯
蓄
運
動
期

間
と
し
て
貯
蓄
の
重
要
性
や
生
活
設
計

の
必
要
性
に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
貯
蓄
運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
家
庭
で
も
、
で
き
る
だ
け
け
十

い
時
期
か
ら
計
画
貯
蓄
で
豊
か
な
明
る

い
未
米
を
築
く
よ
う
努
力
し
ま
し
ょ
う
。
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十
分
な
注
意
を

す冒圃園旬の味@お知らせ

夏
に
な
る
と

L
J
供
た
ち
の
花

火
遊
び
が
盛
人

に
な
り
ま
す
。

こ
の
楽
し
い
遊

ぴ
も
取
扱
い
を
耳
目
る
と
、
や
け
ど
や
火

事
な
と
の
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
性
が

あ
り
ま
す
の
ひ
、
十
分
な
注
意
が
川
口
要

で
す
。
花
火
を
す
る
と
き
に
は
、
次
の

ご
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

マ
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
ヴ
カ
を
よ
く

読
ん
で
必
ず
守
り
ま
し
J

う。

マ
汁
化
火
を
人
十
家
に
向
け
た
り
、
燃
え

や
す
一
い
も
の
の
あ
る
場
所
で
は
遊
ば
な

い
よ
う
に
し
、
ず
ま
し
ょ
う
〈

マ
胤
が
強
い
と
き
に
は
、
花
火
甲
山
一
び
を

や
め
ま
し
よ
ろ
。

マ
水
パ
ウ
ツ
な
ど
の
山
意
在
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

マ
犬
人
と
一
緒
に
花
火
遊
び
を
し
ま
し

ょ
ラ
。

マ
た
く
さ
ん
の
花
火
に
、
一
度
に
火
を

つ
け
な
い
よ
コ
に
し
ま
し
ょ
う
ー

マ
吹
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど
の
筒
色
の

花
火
は
、
途
中
で
火
が
消
え
て
も
筒
を

の
ぞ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

グ
楽
し
い
花
火
も
一
歩
誤
れ
ば
ト
八
き
な

事
故
に
な
る
μ

女
も
し
火
事
に
な
っ
た
ら

①
早
く
知
ら
せ
る
。
大
声
で
近
〈
の
人

に
知
ら
せ
る
。

②
早
く
消
L

5

0

③
早
く
避
難
す
る
。
お
年
寄
り
ゃ
幼
児

を
先
に
避
難
さ
せ
ま
し
守
う
。

女
も
し
や
け
ど
を
し
た
ら

①
す
ぐ
に
水
道
の

収
な
ど
で
、
痛
み

が
や
わ
ら
ぐ
ま
で

冷
や
す
二
と
。

去
チ
ン
ク
油
、
み

そ
、
し
よ
う
油
な

ど
は
、
ば
い
菌
が

入
り
や
す
い
と
め

使
用
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

③
早
め
に
医
師
の
診
断
を
受
け
中
小
し
ょ

つ。
育
て
よ
う

強
く
明
る
い

え
ひ
め
の
子

青
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る
強
調
月
間

ワ
月
1
自

3
引
日

七
月
一
日
か
ら
一
二
十
一
一
H
ま
で
は
、

青
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る
強
調
月
間

で
す
。

議
震

次
の
よ
う
点
。
少
年
を
見
か
け
た
ら
、

勇
丸
を
も
つ
で
「
愛
の
ひ
と
一
一
一
パ
」
を
か

け
ま
し
ょ
う
。

①
酒
企
飲
ん
だ
り
、
タ
バ
コ
を
岐
っ
て

い
る
少
年

①
パ
チ
、
/
コ
な
ど
を
し
て
い
る
少
年

@
夜
遊
び
を
し
て
い
る
少
年

①
学
校
な
ど
を
ず
る
休
み
、
〉
て
い
る
少

年

熊
欝
帯
感

家
族
だ
ん
ら
ん
の
機
会
を
多
く
し
、

規
千
の
吋
話
を
心
掛
け
ま

L
、ゴ
7
0
f

供
を
甘
や
か
し
た
り
、
放
任
し
た
り
し

な
い
で
、
き
ち
ん
と
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。

国-盟国厩五三喜亙

ん 窃
角周
感

飯範

土

地

の

随

味

覚

や

食

県

習

伊

豆

、

日

そ

の

土

地

よ

の

生

産

物

む

と

深

く

結

措

び

つ

い

て

味

育
で
ら
れ
る
と
一
言
わ
れ
て
い
ま
い
q
Q

郷
土
糾
引
は
そ
の
地
方
で
と
れ
る
食

べ
物
を
最
大
限
に
利
用
し
、
工
夫
し

て
風
土
に
あ
っ
た
地
方
独
特
の
料
理

と
7

)

て
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

そ
れ
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政

婦
を
し
の
ん
だ
り
、
心
に
う
る
お
い

存
一
持
た
ぜ
て
く
れ
矢
り
し
ま
す
。
長

浜
町
の
郷
土
料
開
の
一
つ
「
嗣
版
」

ι己
主
卓
に
い
か
が
で

L
上
う
か
。

苦
か
ら
「
腐
ー
で
も
鯛
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、

-K、形が
美

し
く
、
色
も
き
れ
い
で
風
昧
も
優
れ

て
い
る
の
で
祝
い
事
に
法
欠
か
ぜ
ま

せ
ん
の
秋
、
冬
の
時
期
に
は
外
洋
の

深
海
に
住
み
、
晩
春
に
な
る
と
産
卵

の
た
め
に
内
海
や
海
岸
近
く
に
し
八
群

で
押
し
寄
せ
て
き
ま
す
。
そ
の
本
践

は
瀬

μ内
海
で
、
潮
流
の
激
し
い
と

こ
ろ
に
分
布
し
、
特
に
占
鳥
か
ら
長

浜
周
辺
で
と
れ
る
鯛
が
、
味
と
生
き

の
よ
さ
で
県
下
随
一
と
い
わ
れ
て
い

ヰ
品
」

9
L
四
1
五
月
に
と
れ
る
も
の
は
「
桜

れ
、
旬
の
味
、
と
さ
れ
て

い
ま
ト
ブ
。
季
節
に
よ
る
味
の

な
い
ヲ
一
と
で
も
定
評
が
あ
り

用
途
も
多
く
、
小
て
を
筆
頭
に
、
焼
く
、

煮
る
、
漬
け
る
、
汁
物
な
ど
み
な
お

い
し
く
、
あ
土
す
と
，
}
ろ
な
く
利
用

司
、
き
ま
す

一
材
料
(
十
入
手
一
一
一
マ
制
一
尾
(
五

百円ム
1
六
行
?
)
米
:
・
十
カ
ッ
フ
マ

水
:
・
米
の
一
一
割
増
十
一
カ
ノ
ブ
マ
薄

uし
よ
う
油
:
-
3す
カ
ソ
つ
ノ
マ
酒
:
・
子

力
ソ
プ

一
作
り
方
}
小
一
米
は
炊
く
二
一
十
分
く

ら
い
前
に
洗
つ
ご
う
ち
あ
ブ
て
わ
く

②
鯛
は
う
ろ
こ
を
と
り
、
内
臓
を
出

し
、
切
り
日
を
入
れ
て
む
く
③
小
企
に

米
合
入
れ
、
分
量
の
水
、
調
味
料
r
k

入
れ
、
混
ぜ
て
そ
の

t
に
姿
の
ま
ま

の
摘
を
の
せ
、
普
通
の
ご
飯
同
様
γ
~

欽
示
あ
げ
る
④
炊
き
あ
が
っ
て
か

ι

鯛
を
と
り
出
し
、
骨
抜
き
に
し
て
身

を
ご
飯
の
中
に
混
ぜ
る
。
好
み
で
、

人
参
、
ご
ぼ
う
、
油
揚
げ
な
ど
を
入

れ
る
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
J

郷土料理の一つである鯛飯
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あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
役
場
の
補
助
施

設
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
会
合
に
利
用

し
て
い
ま
す
が
、
昼
間
の
み
で
す
。
夜

間
は
管
理
面
で
む
つ
か
し
い
問
題
が
あ

り
ま
す
の
で
今
後
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

管
理
面
で
問
題

一
冗
森
林
組
合
の
開
放

モニタ一つうしん・一歳ですコンニチハ

て
こ
な
い
よ
う
十
分
考
え
て
欲
し
い
も

の
で
す
。
ま
た
、
の
ら
猫
対
策
に
つ
い

て
よ
い
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
わ
寄

せ
く
だ
さ
い
。

新
し
い
企
画
で

俳
句
、
短
歌
の
文
芸
欄

五
月
号
の
よ
う
に
内
容
が
硬
い
と
き

は
、
風
穴
と
か
息
ぬ
き
の
で
き
る
よ
う

な
ス
ペ
ー
ス
が
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
俳
句
と
か
短
歌
な
ど
の
欄
を

設
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
町
内
に

俳
句
や
短
歌
の
人
口
は
相
当
多
い
の
で

歓
迎
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

(
白
滝
・
上
回
正
・
日
歳
)

お
答
え
:
-
五
月
号
は
第
一
一
回
定
例
議

会
の
記
事
が
中
心
と
な
り
ま
す
の
で
、

硬
く
受
け
と
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
お
説
の
よ
う
に
長
浜
に

は
俳
句
、
短
歌
の
人
口
も
多
く
熱
心
に

活
動
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
代
表
の

方
と
も
ご
相
談
し
て
文
芸
欄
な
ど
息
抜

き
的
な
記
事
も
設
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。過
疎
対
策
の
柱

開
発
事
業
の
目
的

開
発
事
業
の
目
的
は
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て
住
民
の
定
住
化
は
良
い

方
向
に
変
化
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

(
A
7
坊
・
中
見
由
香
里
・
引
日
歳
)

お
答
え
:
-
開
発
事
業
の
日
的
は
、
今

さ
ら
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
本
町

及
び
地
域
の
振
興
発
展
の
た
め
で
あ
り
、

開
発
事
業
は
子
段
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

従
っ
て
用
地
造
成
工
事
か
ら
進
出
企

業
の
工
場
及
び
事
業
所
等
の
建
設
ま
で

の
問
、
さ
ら
に
企
業
の
立
地
操
業
後
に

お
け
る
物
流
増
、
人
の
出
入
り
と
雇
用

増
並
び
に
人
口
の
定
着
増
を
促
進
し
、

町
内
で
の
消
費
拡
大
増
加
に
よ
り
経
済

の
活
性
化
を
同
り
、
過
疎
対
策
の
大
き

な
柱
と
し
て
本
事
業
を
推
進
し
て
い
ま

す。
な
お
、
第
一
一
次
開
発
事
業
は
、
今
同

の
A
7
坊
地
区
用
地
造
成
工
事
と
そ
の
企

業
立
地
の
ほ
か
、
園
、
県
の
各
公
共
事

業
に
よ
る
港
湾
整
備
事
業
等
か
ら
成
っ

て
お
り
ま
す
。
構
忽
の
概
要
及
び
今
坊

地
区
の
用
地
造
成
工
事
に
係
る
内
容
等

に
つ
い
て
は
本
紙
で
順
次
お
知
ら
せ
し

ま
す
。家
庭
、
学
校
、
社
会

が
一
体
と
な
っ
て

校

内

暴

力

長
浜
町
で
も
校
内
暴
力
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
多
数
の
意
見
と
し

て
校
内
暴
力
の
発
生
は
第
一
に
親
が
悪

く
、
第
-
一
は
学
校
教
育
が
悪
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
善
悪
の
理
解
で
き
な
い
幼

児
の
こ
ろ
か
ら
甘
や
か
し
て
動
物
の
本

能
だ
け
を
助
長
さ
せ
た
親
が
最
も
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

次
に
学
校
教
育
、
こ
の
よ
う
な
子
供

に
対
し
、
九
千
力
の
み
を
教
育
し
て
人
間

性
は
教
育
し
な
い
。
だ
か
ら
礼
節
が
な

く
、
校
内
暴
力
が
発
生
し
、
加
え
て
イ

ジ
メ
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
ど
う
対
処

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

(
櫛
生
・
櫛
笥
九
五
一
・
日
歳
)

お
答
え
:
-
非
行
問
題
で
A
7

一
番
頭
を

痛
め
て
い
る
の
は
学
校
現
場
だ
と
思
い

ま
す
。
非
行
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
大

人
の
ル

l
ル
違
反
と
母
親
の
し
つ
け
の

欠
如
に
つ
き
る
と
各
種
団
体
の
総
合
所

見
で
も
結
論
を
出
し
て
い
ま
す
。
要
は

批
判
す
る
だ
け
で
な
く
、
家
庭
、
学
校
、

社
会
が
一
体
と
な
っ
て
解
消
に
取
り
組

む
姿
勢
と
実
践
に
か
か
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
学
校
も
公
民
館

活
動
に
も
、
ま
た
、
婦
人
会
、

P
T
A

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
こ
の
問
題
に
真
剣

に
取

ρ組
む
よ
う
努
め
て
ゆ
く
つ
も
り

で
す
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協
力
を

わ
願
い
し
ま
す
。

弁
当
に
親
の
愛
を

学
校
給
食
・
水
族
館

制
服
に
つ
い
て
は
厳
し
く
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
学
校
給
食
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
、
実
現
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
子
供
さ
ん
が
い
る
家
庭
で
は

水
族
館
を
開
い
て
欲
し
い
と
い
う
意
見

が
で
て
い
る
よ
う
で
す
。
今
後
ど
の
よ

う
に
対
処
し
て
い
か
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
(
長
浜
・
西
貴
子
・
羽
歳
)

お
答
え
:
-
今
の
子
供
の
実
態
は
、
朝

食
も
夕
食
も
家
族
ぐ
る
み
で
楽
し
む
姿

は
、
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

子
供
を
正
し
く
、
厳
し
く
、
ま
た
素
直

に
育
て
る
こ
と
は
親
の
義
務
で
す
。
せ

め
て
親
の
温
か
み
を
、
愛
情
を
昼
食
の

弁
当
に
注
い
で
欲
し
い
も
の
で
す
。

水
族
館
は
今
休
館
し
て
い
ま
す
。
老

朽
化
が
甚
だ
し
く
、
専
門
家
の
調
査
に

基
づ
い
た
措
置
を
と
っ
て
い
ま
す
。
開

発
計
画
の
中
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
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け

覚

め

か

ら

就

寝

ま

で

癒

襲

撃

襲

撃

五
リ
港
人
皐
翠
窪
〈
最
終
川
〉

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
に
、
一
円
を

気
侍
ち
よ
く
過
ご

L
て
い
た
だ
く
ー
そ

の
た
め
に
は
、
看
護
す
る
人
の
心
く
ば

り
が
不
可
決
で
す
。
看
護
人
が
必
要
最

低
限
知
っ
て
い
て
も
ら
い
た
い
ポ
イ
ン

ト
を
挙
げ
て
み
ま
し
た
。

寝たきり老人の看護法・日曜当直医盟四盟

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
に
と
っ
で
、

寝
室
は
全
生
活
が
常
ま
れ
る
場
で
す
。

少
し
で
も
心
地
よ
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に

整
え
ま
し
ょ
う
。
カ
ー
テ
ン
や
壁
紙
な

ど
は
、
お
年
寄
り
の
好
み
も
考
慮
に
入

れ
た
上
で
、
明
る
く
感
じ
の
い
い
も
の

を
選
び
、
電
灯
の
か
さ
や
鋭
、
室
内
装

飾
品
な
ど
も
と
き
お
り
変
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。

部
尽
に
必
ず
備
え
て
お
き
た
い
の
は

温
温
度
計
。
{
毛
一
温
は
二

O
度
前
後
、
温

度
は
六

C
M
m
く
ら
い
が
理
想
的
で
す
が
、

体
を
ふ
い
た
り
、
寝
間
着
や
、
ン

l
ツ
な

ど
を
取
り
賛
え
る
と
き
は
室
温
を
少
し

高
め
に
調
節
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
梅

雨
時
な
ど
の
混
気
を
お
び
た
肌
寒
さ
は

む
年
寄
り
に
は
こ
た
え
ま
す
。
通
風
や

換
気
に
よ
く
気
を
つ
け
、
必
一
要
な
ら
ば

暑
く
な
り
す
ぎ
な
い
程
度
に
暖
房
す
る

の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

週
単
位
の
計
画
を

寝
た
き
り
の
状
態
が
長
引
き
そ
う
な

と
き
は
、
家
族
な
ど
看
護
に
あ
た
る
人

が
疲
れ
て
寝
込
む
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

計
画
を
ケ
一
て
て
事
を
運
ぶ
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

三
を
ふ
く
の
土
川
円
相
伴
j

〉
士
官
、

イ
!
告

l
i
H
I
U
守、円

i
ツ
の
取
り
詳
え
は
何
曜
日
の
午
後
と

い
う
よ
う
に
、
お
年
寄
り
と
話
し
合
い

な
が
ら
看
護
の
一
応
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
丘
て
で
み
ま
し
ょ
う
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー

瞳零習

も.... 

』

4
J
草
島

ル
に
治
っ
て
お
世
話
を
す
る
と
む
年
寄

り
も
気
分
的
に
落
ち
着
き
ま
す
し
、
看

護
す
る
人
も
自
分
自
身
の
計
向
が
止
で

や
す
く
な
り
ま
す
。

み
ん
な
の
協
力
を

看
護
は
、
そ
の
家
の
、
主
婦
、
つ
ま
り

同
居
の
お
嫁
さ
ん
が
し
て
い
る
と
い
う

ケ
l
ス
が
凶
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
主
婦
が
一
人
で
寝
た
き

り
の
お
年
寄
り
の
世
話
か
ら
家
族
が
仕

事
や
学
校
に
出
か
け
る
昼
間
は
と
も
か

く
と
し
て
、
十
夜
や
休
日
は
家
族
が
お
互

い
に
都
合
を
つ
け
あ
っ
て
、
家
事
や
む

年
寄
り
の
わ
世
話
を
分
担
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
別
居
の
娘
や
息
子
が
実
家
の

税
を
見
舞
う
と
い
う
よ
う
な
と
き
に
は
、

看
護
の
肩
代
わ
り
を
し
て
、

H
こ
ろ
世

話
を
し
て
い
る
人
を
ゆ
っ
く
り
外
出
さ

せ
る
な
ど
の
心
遣
い
を
し
で
あ
げ
ま
し

ょ
-
7
0
一
方
、
そ
う
し
た
協
力
の
中
し
出
が

あ
っ
た
と
き
は
、
受
け
る
側
は
遠
虐
な

く
好
怠
に
甘
え
、
日
ご
ろ
の
岐
れ
を
い

や
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
心
身
に
俊

労
が
た
ま
っ
て
く
る
と
、
そ
の
人
の
健

康
に
よ
く
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

む
世
話
の
ほ
う
も
む
ろ
そ
か
に
な
る
傾

向
が
あ
り
、
わ
年
寄
り
に
と
っ
て
も
好

ま
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事
之
E

つ

看
護
の
ポ
イ
ン
ト

μ
よ
き
山
理
学
者
H

に

な
る
だ
め
に

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
に
と
っ
で
-

番
必
要
な
の
は
、
よ
く
な
ろ
う
と
す
る

意
欲
で
す
。
そ
の
怠
欲
を
引
き
出
す
の

は
看
護
を
す
る
人
の
重
要
な
役
円
な
の

戸、

i

一。

t
4
9
 

寝
た
き
り
と
い
っ
て
も
、
そ
の
状
態

は
さ
ま
ざ
ま
で
、
一
概
に
は
三
一
口
え
ま
せ

ん
が
、
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
か
ら
、
心
理
的
な
搾
折
感

を
も
ち
、
自
信
を
件
だ
っ
た
り
、
凶
復
を

あ
き
ら
め
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。そ
れ
だ
け
に
、
看
護
す
る
人
が
お
年

寄
り
と
よ
い
人
間
関
係
を
保
っ
て
適
切

な
看
護
問
を
す
る
こ
と
、
む
年
寄
り
が
山
川

復
の
意
欲
を
も
一
つ
よ
う
に
子
を
五
し
伸

べ
て
あ
げ
る
こ
と
は
大
切
で
す
ο

年
を
と
り
、
た
だ
で
さ
え
弱
っ
た
心

と
体
に
病
気
が
重
な
る
と
、
不
安
、
寂

し
さ
が
つ
の
り
、
周
周
の
人
の
気
持
ち

も
素
直
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
な
る

l
。

こ
ん
な
心
開
状
態
に
陥
り
が
ち
な
む
年

寄
り
の
託
持
ち
を
理
解
し
、
「
よ
き
心
理

下
者
」
に
な
る
こ
と
が
、
看
議
す
る
側

に
求
め
ら
れ
る
第
一
条
件
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
長
い
看
護
の
聞
に
は
意
見
が

違
っ
て
困
る
こ
と
や
行
き
違
い
が
あ
っ

た
り
し
て
、
む
年
寄
り
と
の
問
が
気
ま

ず
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん

な
時
は
今
歩
退
い
て
、
「
自
分
が
む
年
寄

り
の
立
場
だ
っ
た
ら
」
と
考
え
て
み
る

こ
と
で
す
。

寝
た
き
り
の
わ
年
寄
り
を
心
か
ら
い

た
わ
る
気
持
ち
が
、
寝
た
き
り
か
ら
回

復
す
る
た
め
の
り
最
良
の
薬
H

と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

今
月
の
日
曜
当
直
病
・
医
院
は
次
の

通
り
で
す
。
受
付
時
間
は
午
前
十
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
、
診
療
は
品
川
急
患

者
の
方
だ
け
で
す
。
原
則
と
し
て
往
診

は
致
し
ま
せ
ん
。

@

7
月
7
日
清
水
医
院
倉
一
句
2
8
8
3

①

7
月
H
日
米
川
医
院
怨
⑬
0
1
6
5

@

7
月
幻
日
向
削
医
院
岱
⑬
0
6
3
9

①

7
月
出
口
菊
地
医
院
宮
尚
一
0
2
0
9

月 1①
2 7 
BR日未月 号1
手[J ~" IZ サし
60 
日立ナ f1
3 象
白は問j
生昭体
ま和育 A事
;/1 59主白v 開王
の年

t 8 Tー=̂f# 月後。~:
円、守

I~， 11 日才一

!日
ノし

①

7
月
一
初
日
町
体
育
館
午
前
9
時

却
分
;
日
時
マ
出
海
公
民
館
午
後
1

時
制
分

1
2
時
日
分
マ
大
和
公
民
館

午
後
2
時
的
八
刀

1
3
時
叩
分
マ
ラ
イ
ジ

ン
グ
飯
田
長
浜
工
場
午
後
3
時
泊
分

1

4
時
却
八
刀

夏
は
も
っ
と
も
血
液
が
不
足
す
る
季

節
で
す
。
私
た
ち
の
事
い
ん
叩
を
守
る
た

め
に
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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心

を

な

ご

ま

せ

て

日

日

八

什

、

九

町
体
育
館
で
第

1
第
ロ
固
さ
っ
き
展
示
会

i

卜
二
凶
さ
っ
き
展

示
会
を
-
開
催
。
町
内
の
さ
っ
き
愛
好
者
の
丹
精
こ
め
て
育
て

た
約
百
六
十
鉢
の

さ
っ
き
を
展
示
。

訪
れ
た
人
た
ち
は

さ
っ
き
の
美
し
さ

に
心
を
な
ご
ま
せ

な
が
ら
う
っ
と
り

と
み
と
れ
て
い
た
。

町
長
賞
や
公
民
館

長
賞
な
ど
三
十
五

点
が
選
ば
れ
、
賞

が
贈
ら
れ
た
。

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

む
父
さ
ん
あ
り
が
と
う

ー
父
の
日
制
顔
絵
展
1

ゴ口口口口口口口口口口口口口口口

夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
沖
浦
地
区
の

漁
業
者
約
一
一
卜
人
が
沖
浦
海
岸
の
空
き
缶
や
ゴ

ミ
拾
い
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
毎
年
漁
業
者
が
白

主
的
に
実
路
し
て
い
る
も
の
で
、
「
自
分
た
ち

の
海
岸
は
自
分
た
ち
の
子
で
き
れ
い
に
」
を
人
口

言
葉

ク
リ
ー
ン
運
動
を
展
開。

空
き
缶
の
ポ
イ
捨

て
は
や
め
て
欲
し

い
も
の
。

空き缶ポイ捨てやめて
~漁業者が清掲奉仕~

長
浜
郵
便
局
で
は
、
「
父
の
日
」
に
ち
な
ん
で
保
育
問
児
、

幼
稚
園
児
か
ら
似
顔
絵
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
百
九
十
二
点
が

寄
せ
ら
れ
、
六
月
十
五
、
十
六
の
二
日
間
、
同
郵
便
局
に
展
示

さ
れ
た
。
こ
の
似
顔
絵
は
十
七
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
お
父
さ
ん

に
郵
送
さ
れ
、
感
謝
を
込
め
た
子
供
た
ち
の
愛
が
父
親
の
手

一
応
に
印
刷
け
ら
れ
た
。

ルポ@一宮長房日記抄

!) 

i与{k:ceJ

口口口口口口口口口口口口口口口仁

心
の
ブ
レ
ー
キ
を

1
交
通
安
全
教
室
1

よキやび人た拍車云点のいま J兵大
う」「山形。導車で渡てわ派洲長
にを心しを手しののり、り出筈浜
主忘の」使ヘて乗正方横さ所察小
戸れブの三夕、もりしゃ断てんか署学
になレ恐ムミら h ぃ交歩をら、校、い i さ飛 i つを白差道招ヰj 長で、

l土

ノ、

月

[7q 
日
うξ

J!li 
k 
ノ¥
に

教
主主
を
間

f崇

同号た
玉江主主

廼の
4:し
仁1

日
三土
日J[与、

明
ム
円
十

H
U
F
L
寸
寸
十
円
吋

「
干
一

j
f
j
F
f
H
r

什
天
気
雨
天
昨
日
ヨ
リ

未
ダ
止
マ
ズ
当
夜
尚
風

強
ク
悶
増
加
、
ン
河
ノ
出
水

甚
シ
河
沿
ノ
川
出
一
面
ノ
河
ト
ナ

リ
大
七
ヲ
流
、
ン
稲
作
ノ
損
害
彩
、
ン
ク

橋
渠
潰
落
等
村
内
数
フ
ル
ニ
暇
ナ
ク

為
メ
ニ
米
岡
梅
二
一
郎
宅
/
如
キ
ハ
夜

半
荷
物
運
出
シ
家
後
ノ
闘
ヨ
リ
漬

落
千
家
岐
壊
ス
ル
ニ
至
リ
奥
組
菊

地
夏
治
宅
モ
同
断
実
二
一
次
ニ
シ

テ
犬
ナ
ル
倣
壊
ヲ
蒙
リ
シ
ハ

H
醒
シ

ケ
リ尚
山
山
海
村
禍
生
い
れ
等
二
ハ
流
一
本
各

十
六
軒
乃
五
-
一
ト
軒
宛
ア
リ
人
寄

ノ
死
傷
ハ
人
同
一
二
名
馬
問
、
五
頭
ナ

リ
ト
其
他
ノ
長
況
ハ
未
ダ
不
知

は
れ
は
ど

最
モ
廿
向
、
ン
キ
ハ
櫛
生
村
ノ
内
須
津
一
一
一

シ
テ
岡
山
ヨ
リ
一
時
二
潰
抜
ケ
人

家
人
高
共
モ
理
死
セ
リ
ト
家
出
十

六
軒
科
人
同
十
一
一
名
其
他
海
岸
ニ
ハ

流
家
モ
ア
リ
シ
ト
近
村
近
郷
多
少

損
害
ヲ
蒙
ラ
ザ
リ
シ
ハ
ナ
シ
実
二

人
ハ
ト
有
余
年
前
ノ
ト
ロ
老
一
モ
未
ダ
嘗
テ

兄
ザ
リ
シ
所
ナ
リ
ト
ぷ
フ
本
朝
山

校
午
后
退
校
纂
笠
一
二
一
テ
社
へ
出
頭

神
持
終
リ
テ
帰
家
以
ス
夜
中
ノ
大

風
附
ス
サ
マ
ジ
ク
睡
眠
一
一
湛
ヘ
ズ

九
月
廿
ぃ
ハ

H

天
気
晴
天

本
日
休
暇
ナ
レ
ド
モ
校
務
多
端

一
一
付
拙
者
ノ
ミ
ハ
十
-
一
時
迫
出
勤

ス
其
レ
ヨ
リ
足
立
氏
同
道
ニ
テ

櫛
生
村
及
須
津
浦
潰
抜
ケ
箇
所
実

か
h
r
一
が
た

況
見
分
労
々
到
ル

実
二
…
衛
生
村
ノ
三
方
ヨ
リ
犬
潰

抜
ケ
氏
神
社
ノ
一
川
ニ
テ
出
合
ヒ

一
面
ノ
砂
機
ヲ
以
一
三
子
力
ワ
ラ
近

辺
ノ
家
ヲ
悉
ク
突
キ
流
、
ン
浜
辺

二
至
リ
十
三
ヶ
処
ヲ
流
去
、
ン
惨
然
目
ヲ

当
テ
ラ
レ
ヌ
ナ
リ
亦
-
ト
刀
ハ
寺
ヨ
リ

上
ノ
処
ヨ
リ
寺
ヲ
突
キ
壊
リ
テ
門
等
ノ

如
キ
ハ
悉
ク
微
塵
タ
リ
驚
博
二
携
ヘ

タ
リ
然
レ
ド
モ
死
人
ナ
シ
須
津
浦
/

如
キ
ハ
実
ニ
筆
紙
ニ
尽
シ
難
、
ン
大
久

キ
よ

保
裏
子
ノ
山
頂
ヨ
リ
祉
一
一
至
ル
凡
ソ
同

百
間
程
ノ
処
ヨ
リ
真
下
ノ
人
家
拾
五
六

棟
ヲ
埋
没
、
ン
人
亦
同
ト
八
人
程
墜
死

す
で

地
中
二
埋
ル
ア
リ
本
H
己
一
一
十
六
人

あ

あ

ハ
掘
リ
出
七
リ
嶋
呼
亦
櫛
生
村
ノ
如

キ
ヨ
リ
ハ
一
一
層
ノ
大
室
口
ア
リ
尚
此
地

二
、
ご
一
ケ
処
ヨ
リ
漬
扶
ケ
タ
リ
特
二

当
浦
試
設
校
教
師
大
洲
産
宮
部
宗
た
郎

氏
ノ
如
キ
ハ
墜
死
屍
骸
ヲ
未
タ
発
見

セ
ズ
ト
ソ
レ
ヨ
リ
河
通
リ
帰
宅
セ
シ

モ
道
路
ノ
漬
抜
ケ
破
損
等
数
フ
ル
ニ
暇

ア
ラ
ズ
通
行
ノ
{
元
全
ナ
ル
処
稀
ナ
リ

草
叢
ヲ
巡
リ
倒
木
ヲ
ワ
タ
リ
或
ハ
山
中

二
起
伏
シ
半
フ
一
ン
テ
家
二
就
ケ
リ

社
ヘ
出
頭

須
津
川
を
凶

O
O引
程
登
っ
た
と
こ

ろ
に
「
須
搾
追
悼
同
」
が
建
て
ら
れ
て

わ
り
、
当
時
の
惨
状
を
っ
た
え
て
い
る
。

今
年
は
、
あ
の
災
害
か
ら
百
年
目
に

あ
た
る
。

(
長
浜
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

久
保
七
郎
)
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白
滝
の
後
川
崎

J

和
閉
ー
さ
ん
(
五
一
一
一
)

昭
和
六
十
年
度

j

と
A
7
坊
の
津
旧

の

霊

山

県

し

い

た

締

龍

一

継

さ

ん

(

古

O
)

け

ん

祭

い

か

五

月

今

一

ト

は

、

防

犯

泊

動

一

日

愛

媛

県

民

館

ん

に

功

労

が

あ

っ

で
聞
か
れ
ま
し
た
c

さ
た
こ
と
に
よ
り
、

し

い

た

け

共

進

会

仁

本

町

か

ら

も

九

十

澗

五

月

十

日

大

州

五

点

が

出

品

さ

れ

、

そ

の

う

ち

柿

木

汗

市

で

悶

か

れ

た

成
の
部
で
豊
茂
の
宇
都
山
俊
英
さ
ん

l

六
十
年
度
大
洲
地
医
防
犯
協
会
総
会
の

写
真

1
が
農
林
水
産
大
臣
貨
に
選
ば
れ
一
農
林
小
産
大
臣
賞
一
楕
木
七
附
即
日
帯
上
、
近
旧
古
今
秋
同
会
長
か
ら
表
彰
さ

ま

し

た

入

賞

者

は

次

の

通

り

。

俊

英

「

建

茂

)

{

努

力

賞

一

楕

木

宇

都

れ

ま

L
た。

{
女
子
}
一
叫
長
浜
A
ご
一
勝
②
一
長
浜
B
-
一

勝
一
一
敗
③
大
和
h
u
-
勝
-
一
敗
④
自
治

C
一

勝
三
枚

表
ヨ~/.

早シ

卒
業
率

農
林
水
産
大
臣
賞
に
輝
く

宇
都
宮
俊
英
さ
ん

県
し
い
た
け
共
進
会

第
市
田
ク
ラ
ブ
対
抗
バ
レ
!
大
会

男
女子

子櫛
民宇

浜ZJ
A 
が
V 

表彰。募集

五
月
二
十
六
円
、
勤
労
者
休
汗
セ
ン

タ
ー
と
長
浜
中
学
校
体
育
館
で
第
十
六

回
ク
ラ
ブ
対
抗
パ
レ
ボ

i
ル
大
会
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
男
f
T
は
五
チ

l
ム、

女
子
は
四
チ
1

ム
が
参
加
し
て
熱
戦
が

展
開
さ
れ
た
結
果
、
男
子
は
間
生
ケ
ラ

ブ
、
女
子
は
長
浜
A
が
優
勝
し
ま
し
た
り

結
果
は
次
の
通
り
。
(
セ
y
ト
数
に
よ
る
)

一
男
子
一
守
櫛
生
ク
ラ
ブ
一
一
勝
一
一
政
令

黒
田
ク
ラ
ブ
三
勝
一
敗
一
必
一
昭
和
サ
ボ
ア

三
勝
一
敗
@
山
、
流
成
人
ク
ラ
ブ
一
勝
て
一

敗
⑥
ム
ァ
坊
青
午
ク
ラ
プ

O
勝
四
時
八

T
-

こ
う
し
ん
出
中
心
円
一
気

沢
)
マ
レ
〈
一
人
ご
山
下
利
治
(
柴
一
一
一
口

励
賞
}
ど
ん
こ
ト
八
肝
如
徳
(
ド
須
戒
)

箱

も

の

…

{
一
等
賞
一
-
一
う
し
ん
中
葉
山
下
利

治
(
柴
)
{
努
力
賞
}
マ
一
う
し
ん
二
宮

邦
へ
笠
茂
」
マ
こ
う
し
ん
中
葉
波
辺

章
一
孝
(
柴
)
、
坂
井
一
比
豊
茂
)
マ
ど
ん

こ
坂
井
良
川
山
一
一
豊
茂
)
{
最
高
価
格
!

賞
(
愛
媛
判
聞
社
社
長
賞
J

}

こ
う
し
ん

山
下
利
治
(
柴
)

町
内
小
学
校
球
技
大
会

サ

ッ

カ

ー

バ

ス

ケ

ッ

ト

豊
茂
小
長
浜
一

が

優

勝

昭
和
六
卜
年
疫
の
町
内
小
学
校
球
技

大
会
が
五
月
A

一
ト
八
日
長
浜
中
学
校
ク

ラ
ウ
ン
ト
と
同
体
育
館
ひ
行
わ
れ
、
弘

子
は
サ
ッ
カ
ー
、
女
子
は
バ
ス
ケ
ッ
ト

が
l
ル
に
そ
れ
ぞ
れ
約
百
人
が
参
加
し

て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
?
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
、

一
男
子
(
サ
ッ
カ
ー
)
一
①
豊
茂
小
②
円

滝
小
一
芯
大
和
小
、
長
浜
小
二
組

一
女
子
(
バ
ス
ケ
ッ
ト
)
}
①
長
浜
小
-

組
②
長
浜
小
一
一
組
③
櫛
生
小
、
白
滝
小

IH俊
茨

曲
川
茂
)
西
村
准
(
大
越

;幸後
田藤
監龍手口
;吉雄同
勢ささ
崩んん
労

三
十
周
年
配
念
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ソ
フ
卜
税
務
。
住
民
課

ミ
ニ
バ
レ
l

戸

f

長
浜
・
再
タ
タ
灘
保

1
1

五
月
二
十
六
日
町
合
併
ご
一
十
周
年
を

記
念
し
で
一
町
職
員
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
問

か
れ
ま
し
夫
c

男
子
川
崎
ソ
フ
ト
ボ

l
九

女

f
は
ミ
ニ
バ
レ
ー
で
熱
戦
存
繰
り
広

げ
ま
し
た
。
結
削
ポ
は
次
の
通
り

{
男
子
一
①
税
政
調
ケ
住
民
課
②
水
道

課
・
経
済
課
③
衛
生
課
・
開
発
課
⑨
建

設
課
一
女
子
一
①
長
浜
保
・
喜
多
潮
岬
保

育
所
②
本
汁
・
白
山
園
・
診
療
所
③
山

海
保
E

櫛
坐
保
・
白
滝
保
育
所

一
最
優
秀
選
手
賞
一
小
西
貫
一
戸
税
務

課
)
横
山
典
子
二
日
多
灘
保
育
所
)
{
優

秀
選
手
賞
}
森
川
純
行
一
一
水
道
課
)
松

本
伊
代
チ
(
水
道
課
)

一
古
義
道
書
記

国
土
調
査
事
業
に
功
績

経
済
課
の
一
一
円
義
道
書
記
f

一一三)は、

六
年
以
上
勤
材
、
ν

て
国
土
調
育
ギ
業
に

尽
力
、
功
労
が
あ
っ
と
こ
と
に
よ
り
、

五
月
二
十
一
日
松
山
市
で
聞
か
れ
た
昭

和
六
十
午
皮
愛
媛
県
国
土
調
査
事
業
推

進
協
議
会
総
会
心
席
上
、
河
野
幸
男
同

九
五
長
か
ら
表
彰
き
れ
ま
し
た
。

日
兄
奇
也
氏
コ
ミ

マヂ

H
q
E
Y

山
和
六
十
年
庵
国
家
公
務
員
採
用

E

種
(
間
務
J

め
受
験
者
を
次
の
安
領
?

募
集
し
て
い
ま
す
。

{
受
付
期
間
一

7
月
刊
日
(
水
)
か
ら

7
月
日
引
(
水
)
ま
で

一
受
験
資
格
一
昭
和
的
年
4
月

2
日
か

ら
叫
利
口
年
4
月

1
H
ま
で
い
い
生
ま
れ

た
者{
試
験
日
一
昭
和
印
年
目
月

G
H
~
同
)

{
試
験
地
}
松
山
、
宇
和
島
ほ
か

一
合
格
発
表
}
昭
和
酌
年
日
月
6
日
(
水
)

{
申
込
用
紙
請
求
先
及
び
申
込
先
一
人

事
院
内
国
事
務
局
一

T
m日
以
市
松
島

町
一
一
J
目
十
七
1

二十一一

な
あ
、
申
込
用
紙
は
大
洲
税
務
以
内
(
む

自

1
3
1
1
5
J
に
も
あ
り
ま
す
の
で

お
問
い
合
せ
く
だ
れ
一
い

愛
媛
県
警
察
官

ぷ
媛
県
警
察
で
は
、
警
抗
心
山
口
(
大
学

卒
)
金
持
集
し
て
い
ま
す
。

一
受
験
資
格
一
昭
和
田
年
4
月

2
日
か

ら
町
和
計
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
士
一
れ

た
男
子
で
、
四
午
制
大
学
卒
業
者
か
昭

和
田
年
3
け
末

H
ま
ご
に
い
手
業
見
込
み
〆

の
者
。
{
受
付
期
間
一
昭
和

ω年
6
月
巾
旬
か

ら
7
川
中
旬
ま
で

一
試
験
日
}
第
一
次

7
月
出
口
一
日
)

マ
第
二
次
十
月
上
旬

く
わ
し
い
?
)
と
は
、
以
寄
り
の
警
察

再
ま
た
は
派
出
所
、
駐
在
品
川
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

愛

媛

県

保

母

次
の
要
領
で
昭
伺
し
パ
卜
年
の
愛
姫
県

保
母
試
験
を
実
施
し
ま

t
c

{
受
験
資
格
一
白
一
高
等
学
校
存
一
卒
業
し

た
も
の
若
1

、
く
は
通
常
の
課
程
に
よ
る

十
二
年
の
学
校
段
背
を
修
了
し
た
者
ま

た
は
交
部
大
臣
に
お
い
て
こ
れ
と
同
等

以
ト
の
資
格
を
有
す
る
と
認
定
し
た
有
。

⑥
冗
童
田
町
松
施
設
に
む
け
て
三
年
以
上

兎
竜
の
保
護
仁
従
事
し
た
者
。
一
司
前
記

川
外
で
厚
生
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
川

ぃ
、
栄
一
般
県
知
事
が
資
絡
を
有
す
る
と

認
定
し
た
者
。

{
試
験
日
時
@
場
所
一
昭
和
劇
作
8
月

訪
日
、
訂
日
松
山
市
文
京
町
三
丁
目

愛
媛
大
学
教
養
部
マ

8
月
出
口
、
四

日
松
山
市
御
幸
一
一
丁
目
県
立
保
行

専
門
学
校

一
受
験
申
請
書
提
出
期
日
一
昭
和
印
年

7
円
白
け
か
ら

8
月

3
日
ま
で
に

一
提
出
先
}
松
山
市
一
一
詐
町
川

r
H四

番
地
一
一
愛
媛
県
生
活
福
祉
部
児
童
福

祉
諜な
わ
、
之
験
の
手
続
き
な
と
詳
し
い

こ
と
は
役
場
住
民
剤
師
信
祉
施
設
係
へ
あ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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ゑ
務
依
V
/

露
界
選
藤
議
後
努

意
欲
と
情
熱
あ
る

農
村
青
年
の
参
加
を

米
国
派
遣
農
業
研
修
生

昭和60年7)J 1日経行(毎11I U発ii:'

農
業
研
修
生
派
米
協
会
で
は
、
国
際

的
感
覚
と
視
野
、
優
れ
た
経
営
能
力
、

た
く
ま
し
い
実
践
力
が
必
要
と
さ
れ
る

次
代
の
農
業
後
継
者
の
育
成
を
目
的
に
、

わ
が
国
農
村
青
年
を
ア
メ
リ
カ
に
二
年

間
派
遣
し
、
大
学
に
お
け
る
六
か
月
間

の
学
習
と
農
場
で
の
十
八
か
月
間
の
実

習
か

6
な
る
農
業
研
修
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
意
欲
と
情
熱
あ
る
農
付
青
年

の
参
加
を
期
待
し
ま
す
。

一
募
集
人
員
}
全
国
か
ら
一
一
百
人

一
募
集
期
間
}
日
パ
山
口

1
7
月
訂
日

一
派
遣
期
間
一
一
一
か
年

{
申
込
先
一
震
妓
県
農
林
水
産
部
農
業

指
導
課

T
m松
山
市
一
番
町
四
1

問
1

一-

一
応
募
資
格
一
十
九
歳
以
し
し
二
十
ヒ
歳

未
満
の
独
身
明
子
で
、
高
卒
以
上
の
農

業
従
事
者
な
巳
び
に
農
業
関
係
研
修
機

関
、
短
大
、
大
学
の
最
終
学
年
在
学
中

の
者{
必
要
経
費
一
-
-
年
間
に
必
事
L
f
一ト9
る

経
費
(
往
復
旅
賀
、
学
習
代
、
生
一
川
賢

昭和60年 7月号広報ながはま

公
ど
)
の
ほ
と
ん
ど
は
、
農
業
実
習
の

限
酬
で
賄
え
ま
す
が
、
そ
の
不
足
額
十

万
円
山
県
貸
手
に
よ
る
助
成
金
に
よ
り

ま
す
。
た
ど
し
、
助
成
の
な
い
場
合
は

白
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

{
間
合
せ
先
}
附
農
業
研
修
生
派
米
協

会
〒
聞
東
京
都
港
区
六
本
木
二

i
一一

l
五
第
二
十
一
森
ピ
ル
別
館
(
含
0
3
i

5
8
4
1
4
3
6
1
)
か
県
農
業
指
導
課

合

0
8
9
9
1
4
1
2
1
1
1
)

額〉12
5月長浜町役場itrjnl，分(敬称略j

住

所

(
内
子
町

(

長

浜

(
長

k

浜
卜出 5 
['1 IJ 
浅の
ト
ノ

7 

:.t 

ヴ

ノ

し

氏

名

婚

姻

届

時

年

齢

梢
川
建
二
(
-
一
七
)

中
伊
が
九
日
江
ヘ
一
企
凹
)

鎌
日
出
掛
宰
(
一
二
一
)

徳

山

弥

生

で

一

五

)

松
岡
道
明
一
-
一
川
一

酒
井
紀
代
一
今
一
川
一
一

丸
井
清
隆
(
ム
一
九
~

大

野

洋

子

J
h
)

お
誕
生
相
お
め
で
と
う
η

5
月
届
出
分
へ
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

悔

生

林

子

代

正

長

女

由

香

利

沖

浦

大

行

恭

生

長

女

瑞

江

今

川

坂

本

成

夫

長

女

舞

沖

油

-

A

一
日
隆
一
義
三
女
絵
珂

ト

し

若

松

武

川

守

長

男

法

栴

生

右

友

正

博

長

男

辛

子

川

口

一

滝

市

本

J
九

百

長

女

主

ケ

黒

川

矢

野

常

義

長

女

仕

織

長

浜

一

わ

川

満

義

長

女

詐

織

沖

浦

藤

淵

武

志

長

切

知

日

嗣

長

浜

松

原

和

則

-

山

口

憂

輔

長
一
山
口
内
川
町
満
一
一
女
小
中
一

く
5
月
届
出
分
(
敬
礼
仲
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

A
7

坊

松

下

ツ

ル

ヨ

(

九

四

)

長

浜

沖

永

タ

キ

ヱ

(

七

五

)

柴

西

山

タ

ミ

ヨ

八

一

一

)

須

沢

内

浦

工

ツ

コ

一

五

七

一

櫛

生

増

川

大

洋

~

託

子

)

柴

谷

淵

マ

サ

ゴ

一

七

仁

一

長出出沖上戒宣山白須
老

j兵{毎海浦松川 f交海滝沢

楼
本
甚
太
郎

福
岡
ミ
ヨ
子

篠
田
十
人
太
郎

比

同

弘

山

本

安

盛

池

田

定

江

高

代

タ

ミ

畑

山

鶴

夫

山

下

清

子

松
栄
ヤ
ヱ
コ

(
七
九
)

(
七
四
)

(
八
四
)

一八一一一)

(
八
ム
)

(
五
五
)

(九

O
)

(
し
ハ
七
)

(
五
五
)

(
七
六
)

も
7
七
月
早
い
も
の
で
す
の
一
中
旬

か
ら
は
夏
休
み
に
入
り
ま
す
。
子
供
た

ち
の
水
の
事
故
や
交
通
事
故
に
は
十
分

気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
一

普
段
は
で
き
な
い
こ
と
を
親
子
で
や
っ

て
み
た
い
も
の
で
す
ね
c

と
こ
ろ
で
最
近
、
祈
問
、
マ
ス
コ
ミ

な
ど
で
「
地
方
行
革
一
に
つ
い
て
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
く
地
方
の
時
代
と

も
い
わ
れ
ま
す
一
国
の
借
金
は
一
人
当

り
お
よ
そ
百
三
十
今
万
円
だ
そ
う
で
す
c

皆
さ
ん
の
う
ち
で
も
家
計
が
苫
し
く
な

れ
ば
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
し
て
生
活
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
行
政
に
お

い
て
も
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
お
い
て

一
人
一
人
が
節
約
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
「
地
方
行

革
」
に
つ
い
ご
提
言
が
あ
れ
ば
わ
寄
せ

く

だ

与

い

(

わ

)

数帯世口人

人口をふやしましょう

6月 1日明白: 前月との服|

12_22]人

人 口 (男 5.76川 (:ft) 女 6，452人

世千台数 3，856世+右手 2ttt帯情

1rtliíl~l カずありそうに見えど{面

自立のないもの、 iき~\二 idlííl盲がな

いように見えてイ踊f直のある九

のが随分多しミ。呪代の特徴の

第 A は{可といつど色 l自慢情報

化時代、情報産業は常に先端

を切りその進歩と予告白EはJ[ま

るF斤を矢口らぬ。 情知機出はよ

く売れるし、豊富な情報が訴

にもえやすく入 Iできて便利

付 h併なことには違いない o

y全し、ところでV良をかしげざ

る会川ないこともたくさんあ

る。情報には、採り収集する

方と外ヘ101-)て流し、ばら撒

く一jjの :両ァう当ある υ 収集も競

争が激烈となり軍事スパイ、産

業スノ{'i合始以〉 コースノfリュ

ーを狙 Jたプライパシーの暴

露三な 1てまことに机寒さを覚

えさせる風潮にあるといえる

a，. .~if~ にテレビ、ランオ、ま!日罰、

jtおよ、テラン、ボ λ ターから

果てはr1コミにいたるまでの

f青幸民のはんらんはどう:、あろ

うか〉人間性、 l'1'I ~ h'H梨を傷
つけ')乏わせるものがいので

はないか。青少-;Y.:JHμ二そJ 大

えくかかわっているような気

カヨーナる f而il"[カずん Q もrJ)とな
し斗y ぴ)との分別選択を L か

けム:~J 1;)ないと、先端技術Jと高

度イJJ判化でLJ本人は心の砂漠
五;台士ょう亡霊とな〉てしま

い校ねないだろうラ


